

























、以下 ） と 調和的なパッション（ 、以下 ） があ
る。こうしたパッションの概念をギャンブルに初めて適用したカナダの
（ ））が新しい尺度の ギャンブリングパッションスケール（




を意味する。すなわち、ギャンブル行動において は 罪意識 もしくは 悩み の





























パッションには二つの下部要素 調和的パッション（ 、 ）
と 強迫的パッション（ 、 ） がある。カナダの がギャ
ンブル分野に二つのパッションを適用し、 は 特定活動にさせる強制的な内部圧
力 、 は 自由に特定活動をさせるように誘導する動機的要因 と定義し、各 項












米国の （ ））はカナダの と同様の初期研究がフランス語
圏のカナダ人を中心にした調査に対し、英語圏の米国人にも適用できるか否かについて
テストをし、高い信頼係数（ 、 ） ）で初期研究が支持された。アジ






















出所 梁亨恩（ ） パチンコプレイヤーの の適用 から抜粋。
によって結果が異なっている。韓国の研究（ ）を見ると 、 の結
















国家 カナダ 韓国 台湾 米国 日本
調査年
研究者 金英勲 李忠基 李忠基 梁亨恩
種目（対象） カジノ カジノ カジノ （市民） オンライン カジノ オンライン （大学） パチンコ
研究番号 ） ） ） ） ） ）






は （ と ）の因
子積載量をカナダ・韓国・日
本の研究を整理したもので、







表 を見ると、 と がそれぞれ因子の相関関係が高いことが見られる中で、い
くつかの因子は弱いこともある。カナダの研究を見ると、因子積載量が （ 、 、
番）と （ 、 ， ， ， 番）が 台で、 の一番目の 私に忘れられな











項目 カナダ 韓国 日本
研究番号


































































































































方法を説明すれば、 の と のそれぞれの平均値を算出した後、全体平均よ
り高ければ を、低ければ でリコーティングし、 と であればグループ
（低ギャンブリングパッショングループ）、 と であればグループ （強迫的
ギャンブリングパッショングループ）、 と であればグループ （高ギャンブリ







国家 カナダ（ ） 韓国（ ） 台湾（ ） 日本（ ）
賭博
番号









、 ））。動機は行動決定要因の一つである（ 、 ））。すなわ
ち、動機とはある目標に向かって行動を始めさせる内的プロセスであろう。こうしたプ














































（ ）が女性（ ）より多く、既婚（ 歳から 歳）が主流であった。
の程度によって 低ゲームパッション（ ） ・ 中ゲームパッション（ ） ・
















次の 高 集団 はギャンブリング動機が高く、 中 集団 より回数や金額が
高い性向である。すなわち、金銭動機が強い集団で、健全なギャンブル行動を誘導する




変数 低 集団 中 集団 高 集団
（ ） 低 中 高
購買回数・金額水準 低 中 高















（ ）が女性（ ）より少し高いが、 問題性ギャンブラー 集団は男性の比
率（ ）が女性（ ）より遥かに高くなっている。ギャンブル種目はロト
（ ）、スポーツトト（ ）、オンライントト（ ）、カジノ（ ）、競馬











動機が に及ぼす影響は 問題性ギャンブラー の方が 遊戯性ギャンブラー より

































快楽性の強い商品は情緒的な影響が大きく作用する （ 、 ） ）
快楽的な商品は情緒的な側面もしくは感覚上の満足のために買われ、機能的商品は利
便性を志向する側面でより認知的な消費をする（ 、 ））。 は大学生








考えれば、 （ ））は 情緒が認知的プロセス無しで生じることがある と










（ ）の研究によると、 がギャンブル後に起きる 反芻 悩み 罪意識
と正の関係があり、 活気 集中 肯定的感情 とは負の関係があると見た。
（ ）はカジノホールと周辺娯楽施設の利用者を対象にギャンブル前
後の情緒的結果を確認した。質問を二つに分け、一つ目の内容 ギャンブル中 では、
いつも私が好きなゲームをしながら に、 楽しさと娯楽の感じ 挑戦したい意
識 集中 自分のコントロール 罪意識 悩み 勝利感 他人を意
識する を、二つ目の内容 ギャンブル後 では、 いつも私はギャンブルをしてから
に 罪意識 活力 悩 を聞いた。共通質問は 陽気になる 不幸にな
る をいれて比較した。
応答者の特性は、男性 人と女性 人（ 人は未詳）で主種目はカジノが
（ ）、宝くじが （ ）であった。まず ギャンブル中 の場合、 は
ギャンブル行動の肯定的結果と正の関係を表した。特に、 楽しさと娯楽の感じ 挑
戦したい意識 陽気になる と強い正の関係を見せて、 集中 勝利感 自分の
コントロール とは弱い正の関係であった。反面、 他人を意識する と の間では
負の関係があり、 罪意識 に対しても弱い負の関係が観察された。結果的に、 は
否定的感情や悩みとの相関関係について統計的に意味はなかった。
はギャンブル行動の否定的結果と正の関係を表した。否定的結果としては 罪意

















しかし、 と （ ））はギャンブル行動のような時間・金銭・資
源・機会の限界が存在する状況下で 合理的理論 を適用することには無理があると見
ている。これを補完するために、 （ ））は態度・主観的規範に基づいた合理
的行動理論に 知覚された行動のコントロール（ ） の概

























を に 賛 成
支持 理解 同意 推薦 の 項目を、知覚された行動のコントロールは
いつでもカジノゲームができる 余裕がある 経済力がある 時間があ
る の 項目を、そして行動意図は 私は今後カジノゲームを‥ に 計画 努
力 意図 喜んで 金銭と時間の投資 の 項目を、追加変数の は 項
目を、行動意図は 過去行動との関連性 を入れた。
応答者の特性では、男性（ ）の比率が女性（ ）より高く、既婚
（ ）が未婚（ ）より高かった。年齢は 代（ ）と 代（ ）が
全体の を占め、次は 代（ ）、 代（ ）、 代（ ）の順であっ
た。学歴は 年制大学以上が で月平均所得は 万円が全体の を占め
た。
図 は を追加し導出した拡張した計画行動理論で、 の に影響を及ぼす






















































以上（ ）と 年制（ ）で、月平均所得は 万円（ ）が半分を占
め、次は 万円以上が であった。こうした層が韓国カンウォンランドカジノの
利用者であることが分かる。







うした結果は が高ければカジノ産業の だけではなく をより肯定的に認識
することを意味する。
こうした結果からカジノ利用者が と を高く認識すれば肯定的な行動意図に










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































）鈴木直人外 人（ ） 感情・情緒へのアプローチ 、 感情心理学への招待 、サイエンス社。
）松井栄一編（ ） 日本語新辞典 、小学館。
）佐藤外（ ） 心理学総合辞典 、朝倉書店。
）
）梁亨恩（ ） パチンコプレイヤーのギャンブリング・パッション・スケール（ ）の適用（サ
ラリーマンのギャンブル行動を中心に）、大阪商業大学アミューズメント産業研究所紀要第 号。




）金英勲・李英虎（ ） 賭博熱情尺度の信頼度および妥当性に関する研究 、 韓国心理学会誌 、
韓国心理学会。
）李忠基・李鳳求（ ） インタネットギャンブラーに対するギャンブリングパッションスケール
（ ）の適用 、 観光学研究 、韓国観光学会。
）李忠基（ ） カジノ産業のギャンブリング熱情・社会的責任および責任あるギャンブリング戦













）李忠基・宋鶴準（ ） ギャンブリング動機・熱情・参与意図間の構造関係分析 ソウル市民を対
象に 、 ホテル経営学研究 、韓国ホテル外食経営学会。
）
）金恩善・李忠基（ ）、 ギャンブリングパッションスケールを用いたスポーツトトの利用客の
マーケット細分化研究 、 観光研究ジャーナル 、韓国観光研究学会。
） （ ） 遊戯的ギャンブラーと病的ギャンブラー間の動機・熱情・感情状






）前掲載書から引用 鈴木直人外 人（ ） 感情・情緒へのアプローチ 。
）
）
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）
）
）
） 李忠基
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